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８
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
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施
工
延
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・
０
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高
さ　
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・
０
ｍ

第
４
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

町道柱野岡本線

宍喰九艘谷川

皆ノ瀬谷川

災
害
復
旧

○　

道
路
災
害　
　

１
カ
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•
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柱
野
岡
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０
０
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も
た
れ
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擁
壁
工

　
　
　
　
　
　

施
工
延
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高
さ　

７
・
０
ｍ

残
土
処
分
場

土
地
購
入
費

２
５
７
万
円

現
在
の
残
土
処
分
場
が
概
ね
一
杯
に
な
っ
て
お
り
、
今

後
着
手
す
る
河
川
改
修
及
び
急
傾
斜
対
策
工
事
な
ど

に
よ
り
、
大
量
の
建
設
残
土
の
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
新
た
に
残
土
処
分
場
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

宍喰小谷地区
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パ
ソ
コ
ン（
Ｐ
Ｃ
）

87
台
の
交
換 

１
２
９
４
万
円

海
部
森
林
組
合
に

高
性
能
林
業
機
械
導
入 

第
４
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
13
台
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
74
台
、
計
87
台 

　

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
」
の
サ

ポ
ー
ト
が
平
成
26
年
4
月
で
終
了

し
ま
す
。 

　

サ
ポ
ー
ト
終
了
後
、
対
象
と
な

る
製
品
へ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
更
新

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
さ
れ
な
く

な
り
、
デ
ー
タ
ー
を
盗
ま
れ
た

り
、
攻
撃
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。 

　

戸
籍
や
住
民
票
を
扱
う
パ
ソ
コ

ン
の
た
め
、
国
、
県
の
指
導
も
あ

り
対
象
に
な
る
パ
ソ
コ
ン
を
「
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
」
に
4
月
ま
で
に

更
新
し
ま
す
。

間
伐
が
遅
れ
て
い
る
森
林
の
整
備
促
進
を
す
る
た
め
に
海
部
森
林
組
合
が
高
性
能
林

業
機
械
を
導
入
し
ま
す
。

　

プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
各
１
台
、
ト
ラ
ッ
ク
２
台
の
計
４
台
５
８
９
５
万
円
の
う

ち
約
15
％
に
当
た
る
８
９
４
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

ウィンドウズ XP

プロセッサ
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議

会

の

う

ご

き

１
日　

町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
東
京
都
）

７
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日　

海
部
郡
議
長
会
、
県
議
会
海
部
選
挙

区
議
員
定
数
現
状
維
持
要
望
活
動

21
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

22
日　

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期
成
同
盟

会
総
会
（
徳
島
市
）

６
日　

第
54
回
四
国
地
区
議
会
議
長
会
研

修
会
（
高
松
市
）

13
日　

全
国
町
村
議
長
大
会
（
東
京
都
）

14
・
15
日　

徳
島
県
議
長
会
研
修
会
（
神

奈
川
県
大
磯
町
・
静
岡
県
小
山
町
）

19
日　

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期
成
同
盟

会
総
会
（
高
松
市
）

29
日　

海
部
郡
・
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長

会
徳
島
県
知
事
要
望
活
動
（
徳
島

県
庁
）

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

議
会
全
員
協
議
会

９
日　

第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

９
日　

総
務
常
任
委
員
会

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

11
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　

第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

26
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

10
　
月

11
　
月

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

議
会
の
う
ご
き

12
　
月

浜
崎
分
館
の
新
築
に
つ
い
て

浜
崎
公
民
館
長　

渡
り
行
雄　

ほ
か
3
名

陳
　
情
　
書

津波避難所を兼ねた浜崎分館建設の陳情　（大里浜崎地区）
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一
般
会
計
予
算
の
状
況

•
平
成
25
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	
	

１
億
６
１
３
８
万
円

⬆

•
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）	

30
万
円

⬆

•
平
成
25
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）	

５
８
５
万
円

⬆

•
平
成
25
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）　	

56
万
円

⬆

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
９
日
開
会
、
町
長

よ
り
次
の
11
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
12
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

第
４
回
定
例
会

承
認
関
係

契
約
関
係

•
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

小
川
口
線　

　
　

起
点　

小
川
字
小
川
32
番
地
１
地
先　

　
　

終
点　

小
川
字
平
嵐
54
番
地
４
地
先

　
　

延
長　

６
９
９
ｍ　

幅
員
４
ｍ

•
平
成
24
年
度
竹
ヶ
島
橋
耐
震
補
強
工
事
変
更
請
負
契
約
に

つ
い
て

　
　

契
約
金
額

　
　
　

２
億
３
５
２
９
万
円

条
例
関
係

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

㈱　

谷
田
組　

　
　

工　

期

　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
20
日

•
平
成
25
年
度
浅
川
橋
上
部
補
強
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額

　
　
　

７
５
３
９
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

シ
ョ
ー
ボ
ン
ド
建
設　

㈱　

　
　

工　

期

　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

歳　入 12月補正 補正後 構成比率

町 税 0 6億6,441万3千円 8.8
地 方 譲 与 税 0 6,840万円 0.9
利 子 割 交 付 金 0 290万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 230万円 0.0
株式等譲渡所得割交付金 0 150万円 0.0
地方消費税交付金 0 7,320万円 1.0
自 動 車 取 得 税 交 付 金 0 1,000万円 0.1
地 方 特 例 交 付 金 0 130万円 0.0
地 方 交 付 税 5,866万円 39億5,618万円 52.1
交通安全対策特別交付金 0 130万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 72万円 1億5,415万1千円 2.0
使 用 料・ 手 数 料 0 5,167万6千円 0.7
国 庫 支 出 金 2,754万7千円 3億7,353万円 4.9
県 支 出 金 925万円 5億150万5千円 6.6
財 産 収 入 0 4,257万1千円 0.6
寄 附 金 1,050万円 0.1
繰 入 金 100万9千円 10億3,805万7千円 13.7
繰 越 金 0 1,000万円 0.1
諸 収 入 7,235万3千円 1.0
町 債 6,420万円 5億5,940万円 7.4
合 計 1億6,138万6千円 75億9,523万6千円 100.0

12月補正予算後の
歳入歳出予算

歳　出 12月補正 補正後 構成比率

議 会 費 0 7,733万3千円 1.0
総 務 費 1,260万9千円 7億2,399万6千円 9.5
民 生 費 1,191万1千円 16億8,517万5千円 22.2
衛 生 費 228万5千円 6億1,627万9千円 8.1
農 林 水 産 業 費 3,191万円 4億6,657万4千円 6.1
商 工 費 232万4千円 1億2,135万9千円 1.6
土 木 費 3,013万7千円 6億5,882万2千円 8.7
消 防 費 1,392万円 4億451万8千円 5.3
教 育 費 689万円 5億6,266万8千円 7.4
災 害 復 旧 費 4,940万円 1億1,283万6千円 1.5
公 債 費 0 11億3,920万4千円 15.0
諸 支 出 金 0 10億1,443万円 13.4
予 備 費 0 1,204万2千円 0.2
合 計 1億6,138万6千円 75億9,523万6千円 100.0

予
算
関
係

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈
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行

政

報

告

平
成
25
年
本
町
を
表
し
た
一
字「
道
」

価
を
さ
れ
て
い
る
と
確
信
を

し
た
。

　

知
事
に
対
し
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
第
二
国
道（
阿
南
・

安
芸
自
動
車
道
）
の
事
業
化

を
お
願
い
し
、
ま
た
台
風
27

号
の
避
難
勧
告
に
つ
い
て
指

導
を
仰
い
だ
。
知
事
は
「
い

い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
自
分
も
「
オ

オ
カ
ミ
少
年
も
あ
り
得
る
け

れ
ど
も
、
臨
機
応
変
に
注
意

喚
起
を
す
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
あ
り
得
る
。」
と
述

べ
た
。

　

12
月
４
日
、
人
命
を
最
大

限
に
保
護
し
、
社
会
経
済
活

動
の
被
害
を
防
ぐ
の
を
主

旨
と
し
た
『
国
土
強
靱
化

基
本
法
』
が
成
立
し
た
。

我
が
町
に
お
い
て
は
、
第

二
国
道
事
業
化
な
ど
に
強

い
味
方
、
追
い
風
に
な
っ

た
と
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。

　

本
年
の
最
大
ニ
ュ
ー

ス
は
、
30
年
余
り
か
か
っ

　

徳
島
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
が
、
Ｊ
１

昇
格
と
い
う
朗
報
が
あ
っ

た
。
知
事
と
の
対
話
の
中
で

も
「
奇
跡
が
起
こ
っ
て
も
ら

え
れ
ば
な
」
と
話
を
し
て
い

た
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
。
よ
く
頑
張
っ
た
と

思
う
。

　

ま
た
、
海
陽
中
学
の
三
年

生
、
西
田
君
が
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
15
歳
以
下
の
日
本

代
表
と
な
っ
た
。
非
常
に
い

い
こ
と
だ
。
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。

　  

12
月
２
日
、
鷲
敷
で
知
事
、

市
町
長
た
ち
と
の
対
話
が
あ

り
、
南
部
県
民
局
の
幹
部
の

方
か
ら
「
海
陽
町
の
２
人
の

職
員
は
、
県
南
最
高
の
優
秀

な
職
員
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

お
世
辞
も
あ
っ
た
と
は
思
う

が
、
２
人
の
職
員
が
高
い
評

た
悲
願
、
第
二
国
道
が
調
査

区
間
に
入
っ
た
こ
と
、
県
道

芥
附
海
部
線
工
事
着
工
、
ま

た
避
難
勧
告
で
あ
っ
た
と
思

う
。
私
も
50
年
余
り
役
場
に

お
世
話
に
な
っ
た
が
、
女
性

職
員
が
朝
ま
で
ず
っ
と
待
機

し
て
い
た
の
は
、
初
め
て
の

経
験
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
い
ま
熟
慮
し
て
い
る

事
業
だ
が
、
緊
急
時
は
避
難

所
と
な
り
、
平
常
時
に
は
住

民
な
ど
多
く
の
方
々
の
ス

ポ
ー
ツ
や
憩
い
の
場
と
な

る
、「
屋
根
付
き
の
木
造
ド
ー

ム
」
を
ま
ぜ
の
お
か
に
建
設

し
た
い
と
い
う
発
想
で
あ

る
。
ま
た
、「
釣
り
堀
」
も

検
討
し
て
い
る
。
構
想
が
ま

と
ま
り
次
第
、
先
進
地
も
見

て
い
た
だ
き
審
議
を
仰
ぎ
た

い
。

　

当
町
の
指
名
競
争
入
札
だ

が
ル
ー
ル
通
り
し
て
い
る
。

中
身
の
経
過
は
紆
余
曲
折
あ

る
と
思
う
が
、
結
果
が
正
当

で
あ
れ
ば
い
い
。
官
制
談
合

な
ど
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て

い
る
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は

絶
対
に
な
い
。
明
瞭
、厳
格
、

適
正
に
運
用
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ

て
執
行
し
て
い
る
。

町
長
　
五
軒
家
　
憲
次

芥附海部線自衛隊開削工事起工祝賀式で自衛隊員と（2013.12.14 文化館）

海南庁舎前に掲げられた　祝幕
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う
が
、
ど
う
か
。

　
　
谷
岡
防
災
課
長

　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
、
防
災
施
設
、
集
会
施
設

と
し
て
の
機
能
を
最
大
限
活

用
で
き
る
よ
う
、
財
政
面
も
考

慮
し
、
地
元
住
民
と
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　

海
南
大
里
地
区
の
排
水

問
題
だ
が
、
全
然
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
未
だ
に
敷
地
の

中
に
穴
を
掘
っ
て
家
庭
雑
排

水
を
地
中
に
染
み
こ
ま
せ
て

い
る
。
今
後
ど
う
し
て
い
く

計
画
な
の
か
。

　
　
東
谷
建
設
課
長

　

大
里
・
四
方
原
地
区
の
一
部

に
は
地
形
的
な
問
題
、
あ
る
い

は
農
業
用
水
と
の
関
係
等
か

ら
家
庭
排
水
が
困
難
な
地
域

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
徐
々
に
で

は
あ
る
が
整
備
を
す
す
め
て
い

る
。
今
後
と
も
効
果
、
効
率

性
か
ら
優
先
順
位
等
を
考
慮

し
、
排
水
困
難
な
状
況
を
改

善
し
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

　
　
管
財
課
長

　

辞
退
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
各
業
者
と
も
仕

事
を
抱
え
て
い
る
た

め
、
技
術
者
や
作
業
員

の
確
保
が
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

　
　
発
注
時
期
の
問
題

ま
た
業
者
数
が
減
っ
て

い
る
と
の
事
だ
が
、
本

町
に
と
っ
て
は
土
木
建

設
業
界
と
い
う
の
は
雇

用
問
題
等
、
多
く
の
町

民
に
関
わ
っ
て
く
る
。

今
後
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

　
　
歌
産
業
観
光
課
長

　

土
木
業
者
の
雇
用
対

策
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
経
済
活
動
の
一
環
で
あ

り
、
事
業
者
が
従
業
員

を
確
保
す
る
と
い
う
の

が
原
則
と
考
え
る
。

建設工事全社辞退

〈管財課長〉 
住民生活に支障が出ないよう早期発注に努めたい

　
　
11
月
に
本
町
の
建
設
工

事
の
入
札
が
不
調
結
果
に
終

わ
っ
た
が
、
今
ま
で
に
全
社

辞
退
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た

の
か
。

　
　

富
田
管
財
課
長

　

11
月
の
２
件
の
不
調
案
件

に
つ
い
て
は
、
１
度
目
の
入

札
で
予
定
価
格
に
達
せ
ず
再

度
入
札
を
し
た
が
、
全
社
辞

退
と
な
っ
た
。
不
調
に
終
わ

っ
た
の
は
合
併
以
来
初
め
て

の
こ
と
。

　
　
１
件
は
災
害
復
旧
工
事

で
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
工

事
で
あ
る
。
今
後
、
災
害
で

崩
壊
な
ど
が
起
き
た
場
合
、

生
活
に
支
障
が
出
た
時
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
管
財
課
長

　

住
民
生
活
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
入
札
不
調
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
随
意
契
約
や
設
計
内

容
の
見
直
し
等
を
行
い
、
早
期

発
注
に
努
め
た
い
。

　
　
全
社
辞
退
と
い
う
こ
と

だ
が
、
な
ぜ
辞
退
し
た
の
か
な

ど
業
者
に
話
を
聞
い
た
の
か
。

　
　
防
災
対
策
で
、

浜
崎
地
区
か
ら
議

会
に
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
た
。
公
民

館
は
地
元
負
担
金

な
し
で
建
て
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、

旧
海
南
地
区
で
は

負
担
金
を
払
っ
て

い
た
。
旧
海
部
・

宍
喰
は
払
っ
て
い

な
か
っ
た
。
な
ぜ

海
南
地
区
だ
け
負

担
金
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。

　
　
福
井
教
育
長

　

旧
海
南
町
で
は
「
公
民
館

設
置
条
例
」
に
よ
り
、
公
民

館
「
松
原
公
民
館
」
の
み
で

あ
り
、
必
要
な
場
合
「
分
館
」

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
さ
れ
て
い
た
。
各
地
域
に

「
分
館
」
が
設
置
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
一
部
補
助
金
等
で
建

設
さ
れ
た「
分
館
」も
あ
る
が
、

多
く
は
民
間
施
設
を
借
用
し

「
分
館
」
と
し
て
活
用
し
て
い

た
。
半
官
半
民
と
い
う
公
民

館
の
特
質
、
受
益
者
負
担
と

い
う
主
旨
か
ら
、
修
繕
等
に

関
し
て
は
地
域
住
民
に
も
負

担
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

公
民
館
を
建
て
直
す
場

合
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
併
用

活
用
で
き
る
建
物
、
例
え
ば

会
議
を
開
い
た
り
、
避
難
所

と
し
て
使
用
で
き
る
円
筒
形

の
建
物
に
す
れ
ば
い
い
と
思

叶
岡
　
　
徹
　
議
員

答

答

答答

答 答

答

答答

問

問

問

問

問

問

分館建設に
負担金は必要か

　
　
五
軒
家
町
長

　

大
里
・
四
方
原
は
起
伏
が

激
し
い
。
抜
本
的
に
解
決
す
る

な
ら
ば
、
大
き
な
排
水
路
を
つ

け
る
し
か
な
い
。
自
助
努
力
さ

れ
て
い
る
家
も
あ
る
。
お
互
い

に
努
力
し
て
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
Ｊ

１
昇
格
。
非
常
に
め
で
た
い

事
で
あ
る
が
、
本
町
に
と
っ
て

は
ど
う
か
。
鳴
門
ま
で
応
援

に
行
き
た
い
が
、
車
で
約
３

時
間
か
か
る
。
神
戸
や
大
阪

か
ら
の
方
が
近
い
。
副
町
長

も
県
職
員
時
代
に
関
わ
っ
て

い
た
と
思
う
が
、
ど
う
い
う

考
え
か
。

　
　
中
張
副
町
長

　

本
町
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
・
少

女
達
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ

ー
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
昇
格

は
徳
島
を
売
り
込
む
好
機
と

し
て
捉
え
、
地
域
経
済
へ
の
好

影
響
の
期
待
も
大
い
に
高
ま
っ

て
い
る
。
一
方
、
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
交
通
渋
滞
や
駐
車
場

確
保
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
県
南
か
ら
試
合
を
見
に

通
う
た
め
に
は
、
特
に
、
交
通

渋
滞
の
解
消
が
必
要
で
あ
る
。

県
南
の
道
路
整
備
の
促
進
や

徳
島
市
周
辺
道
路
の
早
期
整

備
に
向
け
、
県
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。

〈防災課長〉
 地元住民と協議を
しながら進める

問

問

家庭雑排水を
染みこませている
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た
め
様
々
な
施
策
を
包

括
医
療
体
制
の
中
で
講

じ
て
い
き
た
い
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

形
に
は
見
え
て
い
な

い
が
一
歩
一
歩
や
っ
て

い
る
。
病
院
が
司
令
塔

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
の
病
院
を
充

実
し
、
司
令
塔
と
し
て

責
務
を
果
た
し
て
も
ら

い
た
い
。

消防屯所に
テレビを

町独自の放送は
流せるのか

企業誘致の政策は
どうなっているのか

〈防災課長〉
宅内工事を予算計上する

〈企画課長〉 
できるが経費がかかる

〈産業観光課長〉 
産業活性化に向けて行きたい

　
　
「
消
防
屯
所
に
テ
レ
ビ

が
な
く
待
機
し
て
い
る
団
員

が
情
報
収
集
が
で
き
な
い
の

で
各
屯
所
に
テ
レ
ビ
を
設
置

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
過
去

の
質
問
に
対
し
、「
十
分
検

討
す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
あ
れ
か
ら
二
年
経
っ
た

が
、テ
レ
ビ
設
置
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

た
の
か
。

　
　
現
在
整
備
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
を
利
用
し
て
、
海
陽

町
独
自
の
放
送
を
流
す

場
合
に
、
具
体
的
に
ど

の
く
ら
い
の
費
用
が
か

か
る
の
か
。

　
　
福
岡
企
画
課
長

　

初
期
費
用
と
し
て
機

器
類
一
式
と
専
用
ス
タ

ジ
オ
で
約
１
億
円
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
月
々

約
60
万
円
。
職
員
の
人

件
費
が
２
～
３
人
の
配

置
で
約
１
０
０
万
円
。

　
　
海
部
庁
舎
に
あ

る
包
括
医
療
相
談
室

利
用
者
の
推
移
と
現

況
報
告
、
ま
た
、
包

括
医
療
体
制
が
な
か

な
か
進
ん
で
い
か
な

い
原
因
と
見
解
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
　
奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

包
括
相
談
室
の
相

談
件
数
に
つ
い
て
は
、

毎
年
40
件
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
現
在
、

包
括
医
療
体
制
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
事

業
展
開
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て

も
住
民
の
保
健
衛
生

及
び
福
祉
の
向
上
の

　

数
多
く
の
一
般
質
問
を
し
て
き
た
中
で
、
「
勉
強
し
た

い
」
「
検
討
す
る
」
と
い
う
前
向
き
な
答
弁
が
得
ら
れ
た
も

の
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
検
討
、
勉
強
等
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
な
ら
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
再
質
問
す
る
。

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

〈町長〉 一歩一歩やっている

包括医療体制の進捗状況は

　
　
歌
産
業
観
光
課
長

　

県
内
実
績
と
し
て
は
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
低

利
の
融
資
制
度
活
用
が
約
40

件
、
県
税
の
課
税
免
除
制
度

を
受
け
た
の
が
８
件
程
度
と

聞
い
て
い
る
。

　　
　
同
じ
海
部
郡
の
美
波
町

で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
い
う
企
業
誘
致
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
す
で
に
三
社

が
美
波
町
に
オ
フ
ィ
ス
を

持
っ
て
、
新
た
に
四
社
の
進

出
が
決
定
し
た
。
県
主
導
で

約
二
年
前
に
検
討
委
員
会
が

行
わ
れ
、
美
波
町
同
様
、
海

陽
町
も
出
席
し
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
あ
た
り
の
経

緯
と
、
今
後
の
対
応
を
聞
き

た
い
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

県
内
で
は
、
三
好
市
、
神

山
町
で
10
社
程
度
の
進
出
が

見
ら
れ
る
。

　

美
波
町
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
立
ち
上
げ
た
方
は

旧
日
和
佐
町
出
身
で
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
、

地
元
貢
献
へ
の
思
い
か
ら
一

気
に
進
ん
だ
と
聞
い
て
い

る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
県
に
対

し
て
、
そ
う
い
っ
た
企
業
情

報
を
要
請
し
て
、
町
独
自
の

情
報
収
集
に
よ
っ
て
雇
用
の

場
の
創
設
、
産
業
の
活
性
化

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

県
が
主
体
と

な
っ
て
、
市
町
村
と

連
携
し
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
と
い
う
こ

と
で
、
当
時
、
要
綱

も
作
り
二
回
会
議
も

行
っ
た
。
あ
れ
か
ら

五
年
、
ど
の
よ
う
な

進
展
が
あ
っ
た
の

か
。

答

答

答

答答

問

問

問

問

問

効
率
的
な
運

用
も
検
討
し

な
が
ら
、
配

線
工
事
な
ど

の
テ
レ
ビ
を

視
聴
で
き
る

環
境
を
整
備

す
る
費
用
に

つ
い
て
、
早

期
予
算
計
上

し
、
ご
審
議

い
た
だ
け
る

よ
う
考
え
て

い
る
。

海南庁舎前消防屯所

　
　
谷
岡
防
災
課
長

　

テ
レ
ビ
の
受
信
料
や
使
用

料
の
割
引
制
度
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
屯
所
へ
の
テ

レ
ビ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
か
ら
も
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
風
水
害
等
に

よ
る
屯
所
で
の
待
機
の
際
に

は
、
情
報
の
入
手
の
た
め
、

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

１
年
間
の
う
ち
、
屯
所
を

利
用
す
る
期
間
は
限
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
財
政
的
に

答
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ピロリ菌検査で胃ガン撲滅を!!

〈保健福祉課長〉 積極的に受診勧奨

　
二
人
に
一
人
が
ガ
ン
に
か
か

る
と
言
わ
れ
る
が
、
ガ
ン
で
命

を
落
と
さ
ぬ
た
め
に
は
、
早
期

発
見
と
治
療
が
必
要
。
進
行

す
る
前
に
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
胃
ガ
ン
の

患
者
の
94
％
が
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て

い
た
と
の
報
告
が
あ
る
。

　
　

当
町
の
胃
ガ
ン
検
診

は
、
40
歳
以
上
に
胃
部
Ｘ
線

検
査
し
か
行
っ
て
い
な
い
が
、

こ
の
検
査
だ
け
で
よ
い
の
か
。

　
　
奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

現
状
で
は
胃
ガ
ン
検
診
は
Ｘ

線
検
査
の
実
施
で
行
っ
て
い
き

た
い
。
引
き
続
き
積
極
的
に
受

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

当
町
で
の
検
診
受
診
率

の
目
標
値
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

本
町
の
目
標
値
は
40
％
で

あ
る
。

問　
昨
年
の
受
診
率
は
何
％
か
。

答　
保
健
福
祉
課
長

　

対
象
者
は
40
歳
以
上
の
方

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
９

カ
月
。
地
籍
調
査
の
完
了
し
て

い
た
地
域
は
集
団
移
転
や
用
地

買
収
が
順
調
に
進
ん
だ
。

　
　

現
在
、
当
町
の
地
籍
調
査

の
進
捗
率
は
１
・
８
％
し
か
進

ん
で
い
な
い
。
全
国
平
均
50
％

に
比
べ
、
大
幅
に
低
い
状
況
で

あ
る
。

　
　
富
田
管
財
課
長

　

地
籍
事
業
に
つ
い
て
は
今
年

で
10
年
目
と
な
る
。
平
成
26
年

度
の
調
査
で
、
大
里
及
び
四
方

原
の
平
野
部
の
現
地
調
査
が
ほ

ぼ
完
了
す
る
予
定
。

　
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

予
想
さ
れ
る
中
、
浸
水
高
の
高

い
沿
岸
部
か
ら
順
に
早
急
な
る

調
査
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
管
財
課
長

　

今
後
の
地
籍
事
業
に
つ
い
て

は
、
海
岸
に
近
い
平
野
部
か
ら

重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。

　
　

現
在
の
職
員
２
人
体
制

で
は
50
年
も
か
か
っ
て
し
ま
う

が
、
今
後
何
年
計
画
で
調
査
を

す
る
予
定
な
の
か
。
職
員
を
増

加
す
る
か
、
外
部
委
託
を
す
る

か
し
、
迅
速
な
調
査
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
管
財
課
長

　

管
財
課
４
名
で
協
力
し
、
最

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

〈管財課長〉 
今後は海岸に近い平野部から

重点的に実施

地籍調査を迅速に

で
、
受
診
率
は
４
・
７
％
で

あ
っ
た
。

　
　

低
受
診
率
の
原
因
は
な

ぜ
か
。
ま
た
、
向
上
し
な
い
原

因
の
分
析
は
？

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

検
診
車
が
本
町
を
訪
れ
て

行
う
集
団
検
診
の
み
で
は
限

界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
集

団
検
診
の
他
に
医
療
機
関
に

委
託
す
る
方
法
も
あ
る
か
と

思
う
が
、
町
単
独
で
は
体
制
の

構
築
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
改
善
す
る
た
め
の
対
策
は
？

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

集
団
検
診
を
委
託
し
て
い

る
機
関
に
回
数
を
増
や
す
要

望
を
行
い
、
ま
た
胃
ガ
ン
検
診

の
広
域
化
な
ど
を
関
係
機
関

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　

胃
部
Ｘ
線
検
査
だ
け
で

な
く
一
歩
進
ん
だ
早
期
予
防

対
策
が
必
要
だ
が
、
簡
単
で

効
果
的
な
検
査
方
法
を
導
入

す
る
予
定
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
胃
ガ
ン
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌

の
感
染
有
無
の
検
査
を
追
加

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

胃
ガ
ン
予
防
の
た
め
の
ピ
ロ

リ
菌
の
除
菌
の
有
効
性
は
実
証

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
本
町
で
は

胃
ガ
ン
検
診
の
受
診
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
本
町
健

康
増
進
計
画
に
沿
っ
て
町

全
体
で
健
康
意
識
を
高

め
、
健
康
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　

胃
ガ
ン
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
全

町
あ
げ
て
ピ
ロ
リ
菌
検

査
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
す

る
方
が
い
い
と
思
う
が
、

災
害
と
同
じ
よ
う
に
自

分
の
体
は
自
分
で
守
る
。

自
ら
進
ん
で
検
診
を
受

け
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

近
２
年
間
の
地
積
調
査
は
、
過

去
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
め
て

お
り
、
事
業
の
推
進
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
森
林
整
備
事
業
や
間
伐
材

除
去
事
業
が
円
滑
に
進
む
た
め

に
も
、
森
林
境
界
を
明
確
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

次
回
の
町
配
布
チ
ラ
シ
の
中

に
、
森
林
境
界
の
明
確
化
を
進

め
る
た
め
の
森
林
組
合
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
織
り
込
む
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

山
の
管
理
者
が
分
か
ら
な

い
と
か
、
管
理
の
で
き
な
い
山

を
森
林
保
護
の
た
め
、
公
有
林

化
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

　
　
歌
産
業
観
光
課
長

　

那
賀
町
で
公
有
林
化
の
動
き

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
本
町
で
は
今
の
と
こ
ろ
予

定
は
な
い
。

答

答答答

答

答答

答答

答

答答 問

問問問

問

問問

問 問

問

問問

四方原地区の地籍調査
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一

般

質

問
学
校
で
の
普
及
を
目
指
す
方

向
の
「
土
曜
日
授
業
」
。
海

陽
町
で
は
、
ど
う
い
っ
た
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
教
育
長

　

授
業
内
容
量
に
見
合
っ
た

授
業
時
数
と
い
う
こ
と
か
ら

言
え
ば
、土
曜
日
授
業
は一
考

の
価
値
は
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
、そ
の
た
め
の
法
整
備
を

含
め
た
条
件
整
備
が
必
要
で

あ
り
、保
護
者
等
への
説
明
も

十
分
に
な
さ
れ
た
上
で
な
い

と
、町
単
独
で
行
う
の
は
、い

ろ
ん
な
問
題
を
生
む
可
能
性

が
予
測
さ
れ
る
。

　

法
整
備
の
問
題
、
他
町
と

の
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

等
の
社
会
活
動
と
の
関
係
、

そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
条
件
整

備
を
行
う
こ
と
が
前
提
で
あ

っ
て
、
土
曜
日
授
業
を
拙
速

に
実
施
す
る
の
は
望
ま
し
い

と
は
言
え
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま

え
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
学
校
や
保
護
者
等
の
意

見
を
参さ

ん

酌し
ゃ
く

し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
方
向
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

て
お
り
、
重
要
な
区
域

で
あ
る
。
今
後
に
お
い

て
も
松
の
木
の
切
断
・

持
ち
去
り
の
事
象
が
あ

れ
ば
、
町
と
し
て
は
被

害
届
の
提
出
も
視
野
に

入
れ
た
検
討
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
、
啓
発
活
動
に

も
取
り
組
み
た
い
。

　

大
里
集
落
代
表
、
徳
島
県

南
部
総
合
県
民
局
、
町
担
当

者
で
協
議
し
、
啓
発
看
板
の

設
置
と
牟
岐
警
察
署
へ
の
報

告
と
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
の
依

頼
を
行
っ
た
。

　
　
今
後
、
同
じ
よ
う
な
事

件
が
起
き
れ
ば
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

大
里
松
原
は
森
林
法
に

規
定
す
る
保
安
林
、
か

つ
、
自
然
公
園
法
の
第
２

種
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ

大里松原

大里松原の松の切断持ち去りへの対応は？

〈産業観光課長〉 被害届の提出検討

　
　
10
月
末
に
新
聞
で
も
報

道
さ
れ
た
、
大
里
松
原
の
松

の
枝
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
相

次
い
で
い
る
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
歌
産
業
観
光
課
長

　

一
般
住
民
の
方
か
ら
の
報

告
に
よ
り
、
報
道
機
関
か
ら

取
材
が
入
っ
た
。
た
だ
ち
に

担
当
者
が
現
地
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
相
当
数
の
松
の
木

が
切
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認

し
た
。

　
　
新
学
習
指
導
要
領
が
、

小
学
校
は
平
成
23
年
、
中
学

校
で
は
平
成
24
年
か
ら
全
面

実
施
に
な
り
、
授
業
時
間
数

が
主
要
教
科
で
約
１
割
増
に

な
っ
て
１
～
２
年
経
ち
、
増

え
た
授
業
時
間
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
変
化
や
検
討
課
題

が
出
て
き
て
い
る
の
か
。

　
　
福
井
教
育
長

　

授
業
時
数
が
増
え
た
た

め
、
学
校
行
事
等
を
減
す
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
や
っ
て

い
な
い
し
、
学
校
運
営
上
の

問
題
点
は
な
い
。

　

学
校
現
場
に
生
ま
れ
た
問

題
点
は
、
授
業
時
数
の
増
加

よ
り
も
、
学
習
内
容
の
増
加

で
あ
り
、
小
学
生
の
学
習
内

容
が
、
前
回
よ
り
約
３
割
増

え
た
。
学
習
内
容
の
量
と
授

業
時
数
の
乖か
い

離り

の
問
題
を
、

教
師
の
指
導
力
の
向
上
に
よ

っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
様
々
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
指
導
方
法
の
改
善
の

た
め
、
現
場
の
教
師
達
は

日
々
、
教
材
研
究
に
努
め
て

い
る
。

　
　
文
部
科
学
省
が
、
公
立

長
尾
　
正
大
　
議
員

〈教育長〉 教育委員会が審議を重ね
方向付けを検討

小中学校の土曜日授業の
見通しは？

答

答

答

答

問

問

問問

監視員章警告看板
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全町避難勧告を発令する判断基準は？

〈町長〉 臨機応変に対応

　
　
避
難
勧
告
の
決
定
者
は

町
長
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

状
況
下
で
勧
告
を
出
す
の

か
。

　
　
谷
岡
防
災
課
長

　

土
砂
災
害
に
関
す
る
避
難

勧
告
の
基
準
と
し
て
、
防
災

計
画
で
は
、
①
連
続
雨
量
が

４
０
０
ミ
リ
を
超
え
、
時
間

雨
量
が
50
ミ
リ
以
上
の
強
い

雨
が
予
想
さ
れ
る
時
②
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
時
③
土
砂
災
害
危
険
箇
所

の
巡
視
等
に
よ
り
、
前
兆
現

象
が
発
見
さ
れ
た
時
の
３
点

が
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る

が
、
気
象
庁
の
今
後
の
予
測

や
巡
視
の
状
況
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
五
軒
家
町
長　

　

現
状
を
把
握
し
、
即
決
が

自
分
の
義
務
で
あ
り
、
臨
機

応
変
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ

る
。

　
　
避
難
勧
告
を
出
す
前
に

は
準
備
段
階
が
あ
る
。
町
も

要
援
護
者
台
帳
を
整
備
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
要
援

長
岡
秀
一
郎
　
議
員

護
者
に
対
し
、
正
確
な
情
報

を
周
知
し
た
の
か
。

　
　
防
災
課
長

　

10
月
24
日
に
は
「
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
早
め
の

避
難
を
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
。」
旨
の
注
意
喚
起
の

事
前
放
送
を
３
回
行
っ
た
。

今
後
も
早
め
の
対
応
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

要
援
護
者
は
全
体
で

１
９
５
６
人
で
あ
る
。
町
職

員
、
社
協
、
民
生
委
員
と
の

連
携
に
つ
い
て
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
　
奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

要
援
護
者
台
帳
の
情
報
を

共
有
し
、
連
携
体
制
は
構
築

さ
れ
て
い
る
。

　
　
職
員
は
非
常
事
態
で
あ

り
、
全
員
が
参
加
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
消
防
団
、
広
域

消
防
、
自
主
防
、
社
協
、
民

生
委
員
と
の
連
携
は
ど
う

か
。

　
　
防
災
課
長

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
団
長

の
指
示
の
も
と
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
消
防
組
合
、
警
察
、
県

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
登
校
し
て
い
る
時
間
帯

の
学
校
現
場
の
対
応
は
？

　
　
福
井
教
育
長

　

警
報
発
令
に
関
し
て
は
、

県
教
委
か
ら
の
通
知
・
通
達

も
あ
り
、
海
陽
町
と
し
て
は

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
警

報
発
令
時
の
学
校
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

る
。
警
報
が
発
令
さ
れ
た
時

間
、
解
除
さ
れ
た
時
間
等
に

応
じ
て
、
学
校
の
対
応
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
避
難
勧
告

に
対
し
て
も
そ
れ
に
準
じ
た

対
応
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
町
防
災
計
画
で
は
、
急

傾
斜
危
険
指
定
地
区
が
44
カ

所
あ
る
が
、
土
砂
災
害
に
関

係
な
い
地
域
や
高
台
も
あ

る
。
全
町
避
難
勧
告
を
発
令

し
た
理
由
は
？

　
　
町
長

　

指
定
を
し
て
い
な
い
地
域

で
も
、
土
砂
災
害
の
可
能
性

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
で
拡
大

し
た
。

　
　
計
画
で
は
、
土
砂
災
害

に
対
す
る
避
難
勧
告
区
域
の

あ
る
一
定
の
地
区
を
除
く
と

の
項
目
が
あ
る
が
？

　
　
町
長

　

地
形
環
境
か
ら
で
あ
る
。

　
　
水
害
対
象
地
区
と
地
域

外
も
あ
る
。
水
害
や
土
砂
災

害
の
危
険
性
の
な
い
所
ま
で

避
難
勧
告
の
対
象
に
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
防
災
計
画
の
見

直
し
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
？

　
　
町
長

　

計
画
は
あ
く
ま
で
基
準
。

臨
機
応
変
に
対
応
し
た
い
。

　
　
災
害
対
策
基
本
法
42
条

に
お
い
て
「
防
災
会
議
は
防

災
計
画
を
作
成
し
、
毎
年
地

域
防
災
計
画
に
方
針
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
時
は
、
こ

れ
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
防

災
会
議
は
ど
の
程
度
開
催
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
防
災
課
長

　

現
在
ま
で
、
地
域
防
災
計

画
の
作
成
ま
た
は

一
部
修
正
を
行
っ

た
際
に
、
防
災
会

議
を
３
回
開
催
し

た
。

　
　
会
議
の
発
議

者
は
町
長
で
あ

る
。
災
害
が
多
く

発
生
す
る
状
況

下
、
防
災
会
議
を

開
き
客
観
的
な
意

見
を
聞
い
て
み
る

こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
町
長

　

会
議
を
す
べ
き
か
担
当
課

と
協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い

る
。

　
　
県
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
で
、
浸
水
被
害
が
想
定

さ
れ
る
10
市
町
を
指
定
す
る

方
針
を
示
し
て
い
る
。
正
式

決
定
さ
れ
た
折
に
は
、
財
政

的
な
措
置
で
避
難
タ
ワ
ー
や

避
難
路
の
建
設
に
つ
い
て
、

財
源
的
に
は
余
裕
が
で
き

る
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
町

長
の
考
え
は
？

　
　
町
長

　

命
を
守
る
た
め
、
避
難

路
・
避
難
タ
ワ
ー
・
高
台
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
や

っ
て
い
き
た
い
。
住
民
の
方

の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

昭和南海地震津波絵本「シロのないた海」を
「真っ先に避難することが命を守る」ことを子
どもたちにもわかりやすくミュージカルで演
じた劇団レインボー（2013.12.22）文化館

答 答

答

答

答答

答答

答答

答答

問 問

問

問

問

問

問

問問

問問

一

般

質

問
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一

般

質

問

　

私
も
６
回
の
選
挙
を
戦
っ

て
き
た
。
前
回
は
加
齢
、
在

任
期
間
が
長
い
、
口
が
悪
い

と
散
々
叩
か
れ
た
。
し
か

し
、
私
を
支
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
に
よ
っ
て
、
か
ろ

う
じ
て
勝
た
せ
て
も
ら
い
、

心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
。

　

本
町
が
行
っ
た
平
成
の
大

合
併
。
こ
れ
は
経
費
の
削
減

を
お
い
て
他
に
な
い
。
徹
底

的
に
や
っ
て
き
た
。

　　
　
財
政
再
建
の
大
き
な
要

因
は
、
大
幅
な
人
件
費
の
削

減
と
、
合
併
特
例
交
付
金
を

う
ま
く
運
用
し
、
合
併
当
時

の
最
大
の
ピ
ン
チ
を
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
。

　
そ
の
自
ら
の
８
年
を
振
り

返
っ
た
思
い
と
、
町
長
選
挙

に
つ
い
て
の
真
意
を
聞
き
た

い
。

　
　
町
長

　

７
年
７
カ
月
、
自
分
が
歩

ん
で
き
た
道
は
納
得
は
し
て

い
る
。
職
員
を
大
き
く
減
ら

し
た
こ
と
は
、
ず
ば
り
選
挙

に
大
い
に
響
く
が
、
こ
れ
は

当
然
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
覚

悟
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
た

ん
だ
五
軒
家
町
政
で
も
あ
っ

た
と
思
う
が
ど
う
か
。

　　
　
五
軒
家
町
長

　

行
財
政
改
革
は
自
分
１
人

の
力
で
は
決
し
て
な
い
。
議

会
の
同
意
の
も
と
、
ま
た
職

員
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑

張
り
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
結

果
で
あ
る
。

問　
大
幅
な
組
織
の
見
直
し

で
、
収
入
役
を
廃
止
し
、
課

の
統
廃
合
も
行
っ
た
。

　
ま
た
、
川
上
・
浅
川
両
小

学
校
を
海
南
小
学
校
に
統
合

し
、
海
部
・
海
南
中
学
校
も

統
合
し
て
、
新
し
く
海
陽
中

学
校
を
開
校
し
た
。

　
議
会
も
身
を
切
っ
て
協
力

を
行
っ
た
。
合
併
当
時
20

人
だ
っ
た
議
員
数
を
、
22

年
の
選
挙
で
は
16
人
に
、

ま
た
、
来
年
４
月
の
選
挙

で
は
、
さ
ら
に
２
人
減
ら

す
。
ま
さ
に
行
政
と
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
行
財
政
改
革

を
行
っ
て
き
た
結
果
、
財
政

が
大
き
く
改
善
さ
れ
て
き
た

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

町長選挙について真意を聞きたい

〈町長〉 出処進退は川の流れの如く

　
合
併
し
て
８
年
、
強
い
意

志
と
決
断
力
で
「
和
の
輪
」

を
基
本
姿
勢
に
「
和
の
町
」

を
目
指
し
、
安
定
し
て
海
陽

町
を
築
き
上
げ
て
き
た
五
軒

家
町
政
で
は
あ
る
が
、
任
期

も
残
り
数
ヶ
月
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
２
期
８
年
の
実
績

と
効
果
、
ま
た
来
年
４
月
に

執
行
さ
れ
る
町
長
選
に
つ
い

て
真
意
を
伺
う
。

　　
　
合
併
当
時
の
財
政
状
況

を
振
り
返
る
と
、
起
債
残
高

（
借
入
金
）
３
町
合
わ
せ
て

１
７
８
億
５
０
０
０
万
円
。

基
金
は
な
し
。
交
付
税
に
依

存
す
る
歳
入
予
算
で
あ
っ

た
。
歳
出
予
算
は
義
務
的
経

費
の
構
成
比
率
が
半
分
以
上

で
、
非
常
に
高
い
数
値
で
あ

り
、
町
独
自
の
政
策
に
使
う

予
算
、
余
裕
は
全
く
な
か
っ

た
。
財
政
構
造
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
強
い
決
断
と
実
行

力
で
行
財
政
改
革
に
取
り
組

見
吉
　
政
貴
　
議
員

成人式（2014.1.2）文化館

問

問

問

答答

答

だ
、
完
全
燃
焼
で
き
た
か
と

言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

「
日
暮
れ
て
道
遠
し
」
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
ま
で
や
れ
、
け
じ
め

を
つ
け
ろ
と
い
う
方
も

お
ら
れ
る
。
ま
た
、
辞

め
て
気
楽
に
い
け
と
い

う
方
も
い
る
。
私
は
半

世
紀
以
上
、
役
場
人
生

で
あ
る
。
宿
命
に
生
ま

れ
、
運
命
に
挑
み
、
使

命
に
燃
え
る
。
今
は
ま

だ
使
命
が
継
続
し
て
い
る
。

　

自
分
の
出
処
進
退
は
毀き

誉よ

褒ほ
う

貶へ
ん

、
我
関
せ
ず
、
川
の
流

れ
の
如
く
で
あ
る
。
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13

委

員

長

報

告

所
管
の
主
な
も
の
で
、
歳

入
で
は
、
普
通
交
付
税
を

５
８
６
６
万
円
。
津
波
避
難

路
整
備
に
、
県
補
助
金
の
と

く
し
ま
ゼ
ロ
作
戦
緊
急
対

策
事
業
補
助
金
３
０
０
万

円
と
町
債
の
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
を
８
０
０
万
円

の
追
加
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
の

電
子
計
算
費
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
基
本
ソ
フ
ト
の
サ

ポ
ー
ト
終
了
に
伴
う
事
務

パ
ソ
コ
ン
62
台
の
更
新
費

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

池
下　

嘉
郎

　

12
月
９
日
開
会
。

　

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
で
は
、

延
滞
金
の
割
合
を
現
行
の

14
・
６
％
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
は
７
・
３
％
を
引
き
下

げ
る
改
正
で
あ
っ
た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
１
億
６
１
３

８
万
円
追
加
し
、
予
算
総
額

75
億
９
５
２
３
万
円
と
す
る
。

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
３
常
任
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
12
月
９
日
、
10
日
、
11
日
に
開

催
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

に
９
２
９
万
円
。
購
入
時
は

入
札
を
行
う
。
町
長
選
挙
及

び
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
費

に
、
本
年
度
予
算
分
と
し
て

２
０
５
万
円
を
計
上
し
、
未

計
上
分
は
、
平
成
26
年
度
当

初
予
算
に
計
上
す
る
。
消
防

費
の
常
備
消
防
費
に
、
12
月

22
日
に
開
催
さ
れ
る
防
災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
会
場
の
使
用

料
と
し
て
12
万
円
。
津
波
対

策
費
で
は
、
宍
喰
金
目
と
五

反
田
地
区
の
津
波
避
難
路
工

事
費
に
１
１
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

　

以
上
で
、
定
例
会
に
上
程

さ
れ
て
い
る
議
案
に
つ
い
て

目
・
五
反
田
津
波
避
難
路

１
１
０
０
万
円
計
上

金

山
荘
・
さ
つ
き
荘
統
合

休
業
は
年
末
年
始
の
み

城 は
、
全
て
了
承
し
た
。

　

付
託
さ
れ
て
い
る
陳
情

書
・
要
望
書
に
つ
い
て
、「
浜

崎
公
民
館
の
新
築
に
つ
い
て

の
陳
情
書
」
は
、
委
員
か
ら

避
難
場
所
と
し
て
も
早
急
に

対
応
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ

り
、審
議
の
結
果
、採
択
し
た
。

津波避難所整備（五反田地区）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

長
岡
秀
一
郎

　

12
月
10
日
開
会
。

　

本
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た

当
委
員
会
に
関
す
る
案
件

は
、
議
案
５
件
、
陳
情
書
１

件
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

は
、
特
例
基
準
割
合
の
変
更

に
伴
う
延
滞
金
の
割
合
の
見

直
し
で
あ
る
。
延
滞
金
確
定

金
額
に
１
０
０
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
時
、
ま
た
、
そ
の

全
額
が
１
０
０
０
円
未
満
で

あ
る
時
は
、
そ
の
端
数
金

額
、
ま
た
は
そ
の
全
額
を
切

り
捨
て
る
改
正
案
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
特
例
基
準
割
合
の

変
更
に
伴
う
延
滞
金
の
割
合

見
直
し
で
あ
る
。

　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
城
山
荘
、
さ
つ
き

荘
統
合
に
向
け
た
条
例
整
備

で
あ
る
。
ま
た
、
休
業
日
に

つ
い
て
、
さ
つ
き
荘
は
利
用

者
の
増
加
も
考
慮
し
、
年

末
、
年
始
の
み
と
す
る
改
正
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委

員

長

報

告

費
74
万
円
、海
部
小
学
校
校

舎
雨
漏
り
修
繕
費
15
万
円
、

海
陽
中
学
校
体
育
部
室
修
繕

費
84
万
円
、海
陽
中
学
校
校

舎
屋
上
修
繕
費
45
万
円
、海

陽
中
学
校
生
徒
派
遣
費
51
万

円
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、国
保

税
過
誤
納
還
付
金
30
万
円
。

　

以
上
、所
管
５
議
案
に
つ
い

て
は
原
案
通
り
了
承
し
た
。

　

陳
情
書
「
公
費
負
担
に
も

と
づ
く
最
低
保
障
年
金
の
創

設
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い

川
橋
６
ｍ
に
拡
幅

浅

芥附海部線巡視

委
員
長　

髙
畠　

武
夫

　

12
月
11
日
開
会
。

　

竹
ヶ
島
橋
耐
震
補
強
・
県

道
芥
附
海
部
線
道
路
工
事
現

場
を
巡
視
し
進
捗
状
況
、
工

事
概
要
等
の
説
明
を
受
け
る
。

　

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
は
、
小
川
口
線
（
小
川
地

区
の
国
道
１
９
３
号
の
バ
イ

パ
ス
工
事
完
了
に
よ
り
旧
道

と
な
る
区
間
）
を
認
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

浅
川
橋
上
部
補
強
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、

７
５
３
９
万
円
で
シ
ョ
ー
ボ

ン
ド
建
設
（
株
）
と
契
約
す

る
も
の
で
あ
り
、
浅
川
地
区

の
避
難
道
、
ま
た
県
指
定
の

産
業
建
設
常
任
委
員
会

案
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
。福
祉
関
係
の
主
な

も
の
は
社
会
福
祉
協
議
会
パ

ソ
コ
ン
購
入
補
助
金
２
８
３
万

円
、国
庫
支
出
金
平
成
24
年

度
分
返
還
金
１
７
３
万
円
、

認
知
症
施
策
推
進
委
託
料

20
万
円
、子
育
て
支
援
シ
ス
テ

ム
改
修
費
６
０
０
万
円
、風

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成
金

52
万
円
。教
育
関
係
と
し
て
、

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
関

係
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
３
３
０
万

円
、海
南
小
学
校
屋
上
修
繕

緊
急
輸
送
路
と
し
て
重
要
な

橋
梁
で
、
上
部
工
補
強
と
拡

幅
５・
５
ｍ
か
ら
６・
０
ｍ
と

し
、
施
設
の
改
良
・
舗
装
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

も
の
で
は
、
産
業
観
光
課
に
つ

い
て
は
、
高
効
率
林
業
機
械
等

導
入
補
助
と
し
て
８
９
４
万
円

を
海
部
森
林
組
合
に
補
助
、
ま

ぜ
の
お
か
太
陽
光
発
電
施
設
と

体
育
館
の
空
調
機
等
の
追
加
工

事
費
に
１
６
２
万
円
で
あ
る
。

建
設
課
に
つ
い
て
は
、
県
営
水

産
関
係
事
業
費
の
負
担
金
で

鞆
奥
漁
港
橋
梁
架
け
替
え
事

業
、
鞆
奥
・
宍
喰
漁
港
防
波
堤

と
岸
壁
等
の
耐
震
点
検
費
、
宍

喰
漁
港
機
能
保
全
計
画
策
定

業
務
費
で
１
９
８
８
万
円
、
公

有
財
産
購
入
費
２
５
７
万
円

は
、
新
た
に
宍
喰
小
谷
地
区
に

残
土
処
分
場
（
１
万
２
８
７
５

㎡
）
を
購
入
す
る
も
の
で
あ

る
。
町
道
神
野
前
支
線
改
良

工
事
費
２
５
０
０
万
円
は
施
工

延
長
１
０
５
ｍ
・
幅
員
３
ｍ
に

拡
幅
改
良
す
る
も
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

７
５
０
万
円
は
農
地
災
害
・
林

道
災
害
各
一
カ
所
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
４
１
９
０
万

円
は
道
路
災
害
一
カ
所
・
河
川

災
害
二
カ
所
で
あ
る
。

　

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
家

屋
調
査
・
舗
装
工
事
・
減
債

基
金
積
立
の
５
８
５
万
円
の

追
加
補
正
で
あ
る
。

　

以
上
、
所
管
さ
れ
て
い
る

議
案
に
つ
い
て
は
全
委
員
、

異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

屋上からの救出訓練　徳島県防災訓練
（美波町旧水産高校 2013.12.15）

て
は
、
審
議
の
結
果
、
不
採

択
と
し
た
。
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町

関

連

施

設

紹

介

　今回は、行政と密接に連携し、さまざまな事業を推進している社会福祉協議会、略して「社協」を
紹介します。
　この社協の会長は、中張　茂　海陽副町長です。

○所在地　　　　　　海陽町役場　海部庁舎　２階
○組織　　　　　　　会長　中張　茂　副町長
　　　　　　　　　　理事　１２人　　評議員　３０人　　監事　２人
　　　　　　　　　　職員　正規　３９人　　臨時　２２人　　パート　２９人
○平成２４年度実績
　　　　　　　　　　一般会計　　収入　３億４, １８２万円
　　　　　　　　　　　　　　　　支出　３億４, １１６万円
　　　　　　　　　　特別会計　　収入　　　２，７８０万円
　　　　　　　　　（シルバー人材センター）　支出　　　２，７７４万円
○管理施設（町委託事業）
　　・デイサービスセンター　さつき荘（※城山荘は、２５年度中にさつき荘への機能統合を目指す）
　　・デイサービスセンター　わしずみ荘
　　・宍喰保育所

社会福祉法人　海陽町社会福祉協議会

三世代交流

4回
シリーズ
紹 介 3

　　④生きがい活動支援通所事業（生きがいデ
イサービス）

５．保育所運営事業
　　　宍喰保育所
６．シルバー人材センター事業

１．地域福祉事業　　　
　　①住民との協働による福祉事業
　　②障害者地域生活支援事業
　　③共同募金配分金活用事業
　　④ネットワーク協働事業（福祉団体活動支援）
２．セーフティーネット事業
　　①日常生活自立支援事業
　　②総合相談事業
　　③生活福祉資金貸付事業
　　④福祉金庫貸付事業（善意銀行）
３．介護保険事業
　　①地域包括支援センター
　　②居宅介護支援事業
　　③訪問介護事業（ホームヘルパー派遣）
　　④通所介護事業（デイサービスセンター）
４．地域支援事業・在宅老人等福祉事業
　　①配食サービス事業
　　②買物サポート事業
　　③生活管理指導員派遣・軽度生活援助事業

社協の事業内容は？

　地域住民の方々の協力を得て、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを行う非営利の民間
団体（公共性を持つ）です。

　ひとことに社会福祉といっても、その範囲は大変幅広いため、課題を解決していくという行政
の手法では対応に限界があります。そこで、民間団体としてさらにきめ細かく、しかし、公共性
を保ちつつ、住民の方々の小さな要望にも対応していくことに社協の存在意義があります。

社協とは？

民間団体である意義は？



　高齢化になり若者が少ない。若者が帰って来れる
ような町に。
　また、海陽ブランド、農業の会社化など何か考え
ては？
　これからは子どもたちも当てにならないと思うの
で、年金で生活できる施設があったらと思います。

　一通りは目を通します。一般質問については、い
つも新人議員しか質問していないような気がします
が、何か訳でもあるのでしょうか。
　ありきたりなようですが、発見することも多いで
す。時間が合えば議会を傍聴したいと思います。

なみん
広
場

な

み
ん
な

み

の 広場の

ん 広場の広場の

なみ

編
集
後
記
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
は
議
会
広
報
を
読
ん
で
い

た
だ
き
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
意
見

等
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
広
報

委
員
会
と
し
て
は
、
分
か
り
や
す

く
、
読
み
や
す
い
、
見
や
す
い
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
議
会

活
動
を
載
せ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
が
議
会
へ

傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
（
叶
岡
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
７
３ｰ

４
１
６
４（
直
通
）

　毎週金曜日、義仁荘にて午後８時から
９時まで心地よい汗を流しています。施
設使用料及び講師代として１回 600 円
頂いています。

　山、川、海と三拍子そろった自然豊か
で空気もきれい。また、食べ物も新鮮で
豊富。１時間かければ何でもそろう施設
があり、子どもに対しても手厚く、今は、
生活するにはとてもいいところだと思います。

海陽町のいいところは？

活動内容を教えてください。

たのしいよ～！

講師を囲んで

海南エアロビクスクラブ

海陽町に対する要望はありますか？

議会だよりを読んでいますか？


